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　シミュレーションループの中に実物を入れたHILS
（Hardware In the Loop Simulation）技術を核とした，
シミュレータによる仮想走行試験環境を構築する研究の
一環としてダンパ試験装置を製作した。この試験装置の
特徴は，鉄道車両で用いられている全形式のダンパを
実際に車両に取り付けられた状態で，3次元に加振でき
る性能を持ち，さらに，シミュレーションと連動して
HILSシステムを構成することを目指した装置となって
いることである。この目標を達成するために特性試験を
行い，加振指令値と加振機構の姿勢との関係を明確にし
た上で，加振機構のゲイン特性を平坦化する補償器を設
計した。さらに，このダンパ試験装置に実際に左右動ダ
ンパを取り付けて試験した結果から，非線形なダンパ特
性を精度よく同定する手法を検討し，ニューラルネット
ワークを用いて良好に同定できることを確認した。

（鉄道総研報告，2007年7月）
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